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主な活動事例

ｓｉｎｃｅ２００９プロジェクト！

日野川に砂礫河原を

とりもどす会



活動事例

昭和５８年の川風景

日野川の砂礫環境と水際環境、生き物移動の連続性等の保全と
再生を目指した地域連携活動 に取り組む

平成２１年の川風景



活動事例

漁協、観光協会、自然団体、学校、自治体、河川管理者、
生物専門家、報道機関など、多様な約１００名が集まりました。

砂礫河原の講演会(2010/2/3)



活動事例

７地区の樹林を伐採し、砂礫河原を復元、

堆積する地質を調べました。(2009/4/13)

河原再生110日後
(2009/8/2)



出前講座と意見交換

出前講座『砂礫河原の再生に向けて』

①現地をよく見る。
砂礫河原が残っているところはどんなところか。
洪水後の痕跡から冠水深と頻度を調べる。

②仮説を立てる。
○○すれば□□になって、
結果△△になるのでは。

③試しにやってみる。 少しずつ確かめながら
河床の砂礫が動き、草地、樹林化しない程度
の冠水深になるように切り下げる。草地化の
進行を押さえるため、表面の細粒土砂は除去
する。

④楽しみながら継続的に共動で取り組む。

講師／藤村正純氏
（国土交通省近畿地方整備局

河川部広域水管理官）



出前講座と意見交換

意見交換
・樹林化対策のフラッシュ放流は困難だが、少量の草本は抑えられる
・ダムなど人の活動は川に影響を与える。環境を取り戻す組織協力が必要
・砂礫河原で何かをやった時、川がどのように反応するかを一緒に考える
・一気にすると変な結果になるので、少しずつ楽しみながらやるべき
・「上手くいった」、「失敗した」を共有する
・伐採しても３～４ヶ月で生茂る。５～１０年の長い取り組みとして考えるべき
・目に見える効果を得るためモデル地区をつくり、対策を考えてみては
・樹林を伐採した箇所に草が繁茂したが、それなりに効果があると感じる
・細かい土砂を取り除けば、生えるスピードも異なり効果がある
・イベント的に現地を歩き、復元できそうな場所を皆で話し合う

・手づかみ体験で濁った川のアユを食べて病気にならないのかと意見された
・参加者から「ゴミ拾いくらいならできる」と言われた。その心が原点と思う



出前講座と意見交換

意見交換(アンケート結果より)

・樹林化防止には自然の出水による土砂撹乱の必要性を認識した

・「楽しみながら継続的に取り組もう」という姿勢に期待が持てる

・成果がすぐに出なくても継続的に取り組んでほしい

・砂礫河原が再生され、多くの人に親しんでほしい

・日野川オリジナルの保全を目指してほしい

・昔の川は元気、今の川は病気といえる。川をいたわることが大切

・行政的な予算を組み込むことが必須条件

・子供たちにも継続できる活動を！

・小さいことでも継続できる活動を！



活動事例

砂礫河原の現状と意見交換(2010/4/20)

バスツアー（約３０名参加）

「草地に戻ったところもあったが…」

「これはスゴイ！手をかければ本
当にこのような川になるのだ!!」



活動事例

そうだ！

魚つかみ等の
川遊びを通じて
川の魅力や関心を
高めよう!

第２回目のイベントが
立ち上がりました！



そうだ！川へ行こう

イベントの準備も
みんなでやります!



そうだ！川へ行こう

イベントが始まりました!
アユをなんと４０００匹も放流！ 来場者数１０００人超え！



そうだ！川へ行こう

昨年は泥濁り
（細かい土砂が埋まっていた）

今年はきれい！
（砂礫河原復元成功！）



そうだ！川へ行こう

ちびっ子は特設プールで大はしゃぎ！ 魚道模型で魚の遡上を観察！

本物の魚道を観察！アユの塩焼き！（必殺！金串焼き）



そうだ！川へ行こう



活動報告

後日、砂礫河原のについて語り合い、振り返りをする。
人と川とのいい関係について、川からたくさん学びました。

来年へつづく


